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研究成果の概要（和文）：オーラルヒストリーの方法を用いて、１９７０年前後の日本における前衛美術とその隣接領
域に関する研究を行った。合計２５名の美術関係者（美術家、グラフィック・デザイナー、写真家、批評家、ギャラリ
スト、美術館職員、美術大学職員など）に４６回の聞き取り調査を行った。戦後日本の前衛美術運動は、１９７０年前
後に、デザインや科学などの隣接領域と深く関係しながら、進歩主義的な前衛の概念に終焉をもたらし、同時代性に特
徴づけられる現代美術に移行し始めたことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This research investigated avant-garde Japanese art and its adjacent fields 
around 1970 through oral history. It collected forty-six oral history interviews with twenty-five people 
including artists, graphic designers, photographers, critics, gallerists, museum staffs, and art 
university officers. It revealed that avant-garde art in postwar Japan was involved with its adjacent 
fields such as design and science around 1970, brought the progressive idea of avant-garde to an end and 
began to move towards contemporary art, which is characterized by contemporaneity.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 １９７０年前後の美術は、「前衛美術」か
ら「現代美術」に転換する重要な時期にある
にもかかわらず、１９６０年代研究と１９７
０年代研究の狭間にあり、両者をつなぐ動向
として議論されることが少なかった。取り上
げられる場合も、もの派と大阪万博を中心と
する議論が多かった。近年、当時のパフォー
マンスや集団制作、写真使用の美術等が注目
を集めているが、いずれも各動向の分析が中
心であり、動向間の交流はまだ十分に検討さ
れていなかった。さらに、１９７０年前後の
美術は、デザイン、写真、映像、音楽、建築
等と関係しながら展開したが、その関係も十
分に調査されているとは言えなかった。 
 これらの交流や関係は、各々の動向や領域
に関する文献資料では十分に調査すること
ができないため、オーラル・ヒストリー（口
述史料およびその研究）の方法を用いて、活
字化されていない声を集める必要がある。研
究代表者は２００６年に本研究の研究分担
者や研究協力者等とともに日本美術オーラ
ル・ヒストリー・アーカイヴを設立し、美術
関係者へのオーラル・ヒストリーの収集を行
ってきた。２０１０年３月までに３５名の聞
き取り調査を合計５４回実施した後、「オー
ラルヒストリーによる１９６０年代前衛美
術研究の再構築」（科学研究費補助金基盤研
究（C）、２０１０～２０１２）で、１９６０
年代の前衛美術の関係者の聴き取り調査を
集中的に行い、４７名の聞き取り調査を合計
９０回実施した。 
 こうした聞き取り調査を踏まえて、２００
９年に国立国際美術館で、２０１０年に東京
芸術大学でシンポジウムを開催し、２０１１
年に大阪大学でワークショップを実施して、
これまでの聴き取り調査の方法と研究成果
に関して、専門家を招いて討議してきた。 
 過去３年間の聞き取り調査は１９６０年
代の前衛美術を中心に行ってきたが、調査の
過程で、１９７０年前後は隣接領域との関係
が重要であることが判明したため、１９７０
年前後の美術と隣接領域に焦点を当ててオ
ーラル・ヒストリーを作成し、１９６０年代
の前衛美術に関する研究成果を発展させよ
うと考えた。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、オーラル・ヒストリーの手
法を用いて、１９７０年前後の日本における
前衛美術に関する研究を再構築することで
ある。これまで１９７０年前後の前衛美術に
関する研究は、もの派と大阪万博を中心に、
主として美術作品や文献資料の調査に基づ
いて行われてきた。本研究は、デザイン、写
真、映像、音楽、建築などの隣接領域も視野
に入れながら、美術関係者への聴き取り調査
を行うことによって、作品の制作過程やその
背景、作家の生活環境等を含む、作家の活動
全体を調査し、１９７０年前後の前衛美術を、

その隣接領域との関係を含めて、多角的・総
合的に明らかにすることを目指した。 
 
３．研究の方法 
 まず、調査対象の当事者や関係者、彼らが
関わった諸動向に関する文献調査を行い、ま
だ十分に語られていないことを重視しつつ、
網羅的な質問項目を作成した。調査対象に詳
しい専門家にも意見を聞いた場合もある。 
 質問項目をもとに、オーラル・ヒストリー
の方法で聞き取り調査を行った。１９７０年
前後の美術や隣接領域の当事者や関係者に
対して、直接関係した美術の動向だけでなく、
その人の人生や活動についても話を聞いた。
オーラル・ヒストリーは、ある美術の動向だ
けでなく、それが生じた歴史的、地域的、思
想的な文脈の一端を明らかにすることがで
きる。そして複数の人々に対して聞き取り調
査を行うことで、その文脈に対する理解をよ
り正確で緻密なものにしていくことができ
る。 
 
４．研究成果 
 ３年間で、１９７０年前後の前衛美術や隣
接領域に関連した美術家、グラフィック・デ
ザイナー、写真家、批評家、ギャラリスト、
美術館職員、美術大学職員などに対して、合
計２５名、合計４６回のインタヴューを実施
した。地方や海外での活動、デザインの動向、
大学美術館の活動など、関連・隣接領域への
美術の広がりについて調査を行った。 
 ２０１３年度は、１９６０年代後半を中心
に美術とその隣接領域で活動した美術家、グ
ラフィック・デザイナー、批評家、ギャラリ
スト、美術館職員に対する聞き取り調査を行
った。具体美術協会（後期）、フルクサス、
ポップ・アート、九州派などの美術動向や、
関西の美術全般に関わった美術関係者１０
名に対して、合計２１回のインタヴューを実
施した。聞き取り調査の対象には、関西や福
岡など地方を拠点に活動した美術家、ヨーロ
ッパで活動した女性の美術家、ポップ・アー
トに関わったグラフィック・デザイナー、大
学美術館の設立に関わった職員も含まれて
いる。 
 ２０１４年度は、１９６０年代後半から１
９７０年初めまで、前衛美術の文脈で活動し
た美術家を中心に聞き取り調査を行った。具
体美術協会第二世代として活躍した美術家、
ハイレッド・センター、もの派として活動し
た美術家、ポップ・アートの動向に関わった
美術家など９名に対して、合計１０回のイン
タヴューを実施した。 
 ２０１５年度もまた、１９６０年代後半か
ら１９７０年初めまで、前衛美術の文脈で活
動した美術家を中心に聞き取り調査を行っ
た。ゼロ次元、グループ〈位〉、北美文化協
会の一員として活動した美術家、反芸術から
出発しつつ環境芸術と関わった美術家、１９
６０年代後半から１９７０年初めまで、年代



を中心に前衛運動を記録した写真家、マルチ
プルの制作に取り組んだ美術家、芸術・科
学・技術の境界領域の研究者など、アジア美
術の紹介に取り組んだ美術館学芸員など、１
１名に対して、１５回のインタヴューを実施
した。 
 １９７０年前後の前衛美術は、種類におい
て多様化しただけでなく、関連・隣接領域と
も多様な関わり方をしたことを確認するこ
とができた。１９６０年代前半の前衛美術の
動向を受けて、その後に本格的な活動を開始
した美術家の聞き取り調査から、それまで美
術団体を中心に展開していた前衛美術が、少
人数のグループまたは個人の活動が中心と
なっていく過程、さらには、前衛美術の美術
家がデザインなど隣接領域に展開していく
経緯が分かった。そして、反芸術パフォーマ
ンスを行った美術家や、地方で活動した美術
家に加えて、その教えを受けた次世代の美術
家にも話を聞くことで、前衛美術の運動の変
化が明らかになった。前衛美術の運動が、物
体中心の制作から身体表現へと変化した経
緯、前衛美術の地方での展開、後にメディア
アートとして知られることになる芸術・科
学・技術の境界領域の動向、マルチプルの制
作など前衛美術の多様化などが、具体的な事
例の回顧を通じて明らかになった。 
 １９７０年前後に隣接領域と関わりなが
ら展開した美術は、進歩と歴史の観念に支え
られて時間軸を中心に展開する「前衛美術」
を、空間的な広がりの中へと広げていった。
それは、日本の前衛美術の活動が、欧米の現
代美術の動向と関わりをもつ中で、日本にお
ける美術の制度や概念に対する問い直しを
進めた結果である。反芸術パフォーマンスの
ような、美術館以外の空間へと広がる美術は、
同時代の他の領域との関係をもたらした。美
術団体中心の活動や物体中心の作品制作か
らの離脱は、作家がデザインや科学などに展
開することを容易にした。そうした同時代の
他の領域への展開が、時間軸を中心とする進
歩主義的な前衛美術の概念に終焉をもたら
し、同時代性に特徴づけられる「現代美術」
への移行を促したことが明らかになった。 
 本研究によって、１９７０年前後の日本に
おける前衛美術とその隣接領域に関する口
述史料を作成することができた。すでに公開
しているものもあるが、この口述史料はすべ
てウェブサイトで公開する予定であり、今後
の戦後日本美術に関する研究の発展に大い
に貢献するだろうと考えている。 
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